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教科書/教材

担当教員

授業概要

注意点

種別 割合

試験・課題 30%

小テスト 20%

レポート 0%
成果発表

（口頭・実技）
0%

平常点 50%

回

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

スポーツキャリア論１１ 放送・全国紙業界と関連職種に関する分析を進め、その産業の基本的構造について理解します。

スポーツキャリア論１２ グローバルメディア業界と関連職種に関する分析を進め、その産業の基本的構造について理解します。

スポーツキャリア論１３ eコマース業界と関連職種に関する分析を進め、その産業の基本的構造について理解します。

授業総括 スポーツ産業とその他の関連産業の特性や動向について復習を行い、重要ポイントを理解・習得します。

スポーツキャリア論８ スポーツツーリズム業界と関連職種に関する分析を進め、その産業の基本的構造について理解します。

スポーツキャリア論９ スポーツイベント業界と関連職種に関する分析を進め、その産業の基本的構造について理解します。

スポーツキャリア論１０ 広告・ネット広告業界と関連職種に関する分析を進め、その産業の基本的構造について理解します。

スポーツキャリア論５ 自己アピールと学生時代の学習成果や活動の書き方について理解・習得します。

スポーツキャリア論６ スポーツ用品業界と関連職種に関する分析を進め、その産業の基本的構造について理解します。

スポーツキャリア論７ スポーツ用品業界と関連職種に関する分析を進め、その産業の基本的構造について理解します。

スポーツキャリア論２ 自己分析を通して自分の強みや弱みを確認する方法を理解・習得します。

スポーツキャリア論３ 具体的な履歴書の書き方について理解・習得します。

スポーツキャリア論４ 志望動機と入社目的の書き方について理解・習得します。

スポーツキャリア論１ 社会人として自立するために必要な能力について理解します。

評

価

方

法

備　　考

期末試験（筆記・レポート等）の結果により成績評価を行います。

授業内において中間的な理解度確認のために実施します。

授業中における出欠席状況と参加積極性(授業態度)によって評価します。

授業計画（１回～１５回）　

授業内容 各回の到達目標

イントロダクション キャリアとは何か、そして働くことの意義について理解します。

　就職対策を意識した授業となります。履歴書の完成度を上げることで、しっかりとした自己アピールが出来るようにします。

なお、授業時間数の４分の３以上を出席しない学生は定期試験を受験することができません。

授業に必要な教材資料等については教員にて準備・配布する。参考書等を使用する場合には授業内にて指示する。

担当教員情報

小松雅樹 実務経験の有無・職種 有・専門学校教員

学習目的

　就職活動に向けた準備と対策を行います。就職活動では、卒業後の進路について自分自身のキャリアプランをしっかりと立てるこを目的とします。

到達目標

①就職活動中の学生に見られる課題や問題点を取り上げ、修正・改善するべき点を確認します。

②企業の求める人材像について、様々な業界関連資料を参考にして学んでいきます。

③現在の各スポーツ関連業界の現状と動向について学びます。

④各業界内にみられる業種ごとの特異性や特徴を理解し、スポーツ産業構造に対する理解力を深めます。

教育方法等

　スポーツビジネスに含まれる様々な業界を取り上げ、それら業界の現状や動向を学びながら、スポーツ業界で求められる理想的な人材像と

は何かについて研究を進めます。また、就職活動に向けた基本的な準備作業や社会人になるにあたっての心構えについても確認を行いなが

ら、業界研究を進めます。

2年次 必修 30時間

2単位 講義

日本工学院八王子専門学校 2019年度（平成31年度） スポーツキャリア論３

科目基礎情報

スポーツ健康学科三年制 スポーツビジネスコース 前期


